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＜総説＞

抄録
目的：本稿の目的は，各種資料に記述された公衆衛生看護の定義・理念・機能・役割等の内容から，
ジェネラリストの概念を整理し，国立保健医療科学院に今後強化が求められる人材育成・研究につい
て考察することである．
方法：公衆衛生看護関連の書籍，看護関連論文，看護関連学会及び職能団体の見解に記述されている
公衆衛生看護の定義・理念・機能・役割等の記述から，分野を限定しない活動・広範囲な対象者等，
ジェネラリストを表現していると筆者が判断した記述を抽出し，記述内容の類似性をとらえて分類整
理した．
結果：公衆衛生看護関連の書籍11件，英文献 3 件，看護関連学会 2 件，関連団体 3 件，計19の資料を
選定した．ジェネラリストに関する和文献は皆無だった．分析した結果，「全ての発達段階・健康レ
ベルを看護の対象とする」「個人から国家レベルまでの規模を連動して看護の対象とする」「個別ケア
から政策まで多岐に渡る方法を連動して公平に看護を提供する」「長期的視点に立った看護の提供」「幅
広い学問分野を基盤とする」の 5 つに分類された．
結論：ジェネラリストに関する和文献が皆無だったことは，保健師がジェネラリストであることが自
明とされてきた可能性もある．本稿で整理した内容のうち，「長期的視点に立った看護の提供」「幅広
い学問分野を基盤とする」は，公衆衛生看護におけるジェネラリストの特徴と思われる．我国の喫緊
の健康問題を鑑みると，今後，公衆衛生看護におけるジェネラリストには「多分野に渡る健康問題に
対して予防的に支援する」技術の強化が必要と考える．
近年，国立保健医療科学院の役割は，保健師の「人材育成能力」の育成に移行しつつあり，今後は，
「ジェネラリストを育成する能力」の強化が必要と考える．保健師のジェネラリストとしての暗黙知
を明らかにし，形式知として人材育成に反映していく必要がある．国立保健医療科学院の役割遂行に
向け，公衆衛生看護の人材育成開発に関する確立された部門の新設も一考と考える．

キーワード：ジェネラリスト，公衆衛生看護，人材育成
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I．背景

 1 ．累積する健康問題と国の責務
近年，我国の公衆衛生の問題は複雑困難となり，対応

には多分野にわたる支援を要している．戦後の母子保健
や感染症対策は栄養状態の改善や防疫活動が主であった
が，今日の社会問題と関連し，児童虐待・新興感染症・
外国人労働者の問題等，保健・医療・福祉・教育・労働
等の広範囲な支援が必要とされる．さらに，少子高齢化
の急激な進展，頻発する自然災害への対応等，健康問題
は累積し続けている．
これらがいかに複雑困難な問題であとうとも，憲法25

条に「国は，すべての生活部面について，社会福祉，社
会保障及び公衆衛生の向上及び増進に努める責務があ
る」と示される通り，国は問題の改善に努めなければな
らない．これまで，国は母子・成人・高齢者・障碍者等
の保健福祉，感染症や難病等の疾病対策等，各分野の制
度を充実させ一定の成果を上げてきた[1]．

 2  ．公衆衛生看護におけるジェネラリスト概念整理の
必要性
我国の公衆衛生は，対人保健と対物保健に大別され，

行政で働く保健師（以下保健師）は，公衆衛生看護専門

職として対人保健活動において主要な役割を担っている．
即ち，地域で暮らす全ての年代・健康レベルの人々が自
分らしい生活を送れるよう，個別に支援を行うとともに，
同様の問題を持つ集団へ支援し，近隣住民や多様な専門
職・非専門職と共にシステムを整え，政策へ位置付けて
きた．ところが，健康問題別の制度，即ち母子・成人・
高齢者・障碍者等の保健福祉，感染症や難病等の疾病対
策等の制度が充実すると，保健師は母子保健や高齢者福
祉等の分野別に配属されるようになった[2]．これによ
り，近年急増する多分野に渡る健康問題に予防的に支援
する力を減弱させる一因ともなり得，また複雑困難な問
題への対応で保健師が疲弊する事態も生じている．
一方で，これらの分野別の制度が充実する以前，概ね
地域保健法施行以前から活動してきた保健師は，多分野
に渡る健康問題に対して予防的に支援しており，ジェネ
ラリストと称される [3]．ジェネラリストには種々の定
義があり，辞書では「分野を限定しない広範囲な知識・
技術・経験を持つ人（大辞林）」とされている．看護では，
日本看護協会が「特定の専門あるいは看護分野にかかわ
らず，どのような対象者に対しても経験と継続教育に
よって習得した多くの暗黙知に基づき，その場に応じた
知識・技術・能力を発揮できる者をいう」と定義してい
る[4]．アメリカ公衆衛生看護団体協議会（Quad Council 

Abstract
Objectives: The aim of this review was to analyze the concepts of the generalist in public health nursing 
and discuss the role of the National Institute of Public Health (NIPH). 
Methods: We reviewed descriptions in the literature on definitions, roles, and features of public health 
nursing, including public health nursing textbooks, nursing journal articles, and statements of nursing aca-
demic societies and nursing professional associations. The extracted descriptions related to generalists (e.g., 
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2 statements of nursing academic societies, and 3 statements of professional associations. We did not find 
any Japanese journal articles on public health nursing that discussed the concept of the generalist. The ex-
tracted descriptions were divided into 5 categories: (1) care at all ages and in all health statuses, (2) linking 
multi-level systems from the individual level to the national level, (3) promoting social justice by weaving 
various methods from individual care to policy making, (4) providing nursing care from the long-term per-
spectives, and (5) providing care based on a wide range of fields. 
Conclusions: The reason why no Japanese articles about generalists were found may be that the generalist 
role is considered one that is obvious for public health nurses (PHNs) and scholars. Two categories appear 
to be the primary foci for public health nursing generalists: (1) providing nursing care from the long-term 
perspective and (2) providing care that is based on a wide range of fields. In addition to these 2 foci, public 
health nursing generalists should also focus on preventing health problems across multiple fields.
The National Institute of Public Health has recently created and implemented training programs to enhance 
PHNsʼ capability to develop human resources. However, NIPH needs to improve these training programs to 
strengthen the generalist role of PHNs. It must be required to clarify the tacit knowledges of PHNs as gen-
eralists and make use of explicit knowledges for the generalists training programs. To attain its goals, NIPH 
needs to establish a new section  focusing on public health nursing.
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of Public Health Nursing)は，ジェネラリストの定義は示
していないが，公衆衛生看護におけるジェネラリストの
コアとなる能力として「ヘルスチームの中で機能できる
こと，住民との意思疎通を図ることができ，地域の人々
を動機づけることができる，地域社会の他分野の職種と
効果的な共同活動ができる．（中略）患者を助けること
ができる人たちと患者をつなぐ役割，他の保健医療従事
者の行うサービスと自分のサービスを織り交ぜる役割な
ど[5]」を挙げている．これらの日本看護協会によるジェ
ネラリストの定義やアメリカ公衆衛生看護団体協議会が
示すジェネラリストのコアとなる能力は幅広く，我国の
公衆衛生看護におけるジェネラリストの定義や下位概念
を再考する必要があると考える．
公衆衛生看護に関連する各種資料，即ち書籍や職能団

体が提示する公衆衛生看護の定義や理念などには，前述
したジェネラリストの定義や能力に該当すると思われる
記述が散見している．各種資料に記述されている公衆衛
生看護におけるジェネラリストの概念を整理して明確に
示すことで，保健師の専門性を再確認し意図的に習得す
ることを促し，ジェネラリストとしての能力強化に寄与
すると考える．

 3  ．国立保健医療科学院におけるジェネラリスト育成
強化の必要性
国立保健医療科学院は「国民の健やかで安心な生活の

実現」に向けて，厚生労働行政施策の推進を図るため，
人材育成とともに，これらに関する調査及び研究を行っ
ている．前項で示した通り，我国の公衆衛生において保
健師は対人保健活動の主要な担い手であり，国立保健医
療科学院においても長期にわたり人材育成を行ってきた．
国立保健医療科学院で実施され保健師が受講可能な研修
において，保健師は受講生の 6 割を占めており[6]，国
立保健医療科学院は保健師人材育成の要ともいえる．
複雑困難な健康問題や頻発する健康危機等の累積する

公衆衛生上の問題に対し，国が責務を果たせるよう，公
衆衛生看護専門職として保健師には今後益々多分野に渡
る健康問題に対して予防的に支援する能力，即ちジェネ
ラリストの能力が求められると考える．公衆衛生看護に
おけるジェネラリストの概念を既存資料等から今一度整
理し，国立保健医療科学院の人材育成で強化すべき事柄
を明確に示すことは，公衆衛生上の問題へ予防的に対応
するために有効と考える．

II．目的

本稿の目的は，各種資料に記述された公衆衛生看護の
定義・理念・機能・役割等の内容から，ジェネラリスト
の概念を整理し，国立保健医療科学院に今後強化が求め
られる人材育成・研究について考察することである．

III．方法

 1 ．資料選定方法（表 1 ）
各種資料があるが，内容の質を鑑み次のものを検索・
参照した．
 1 ）公衆衛生看護関連の書籍
国立情報学研究所学術情報ナビゲータ（CiNii Books）
を用い，「保健師」「公衆衛生看護」「Public health nurs-
ing」をkeywordで公衆衛生看護関連の書籍を検索し，入
手可能な書籍のうち，重複書籍は最新版を，叢書は「概
論・原論」を選定した．
 2 ）看護関連論文
文献検索データベース（医学中央雑誌，CINAHL，

PubMed）を用い，和文献は「保健師」「公衆衛生看護」
「ジェネラリスト」，英文献は「Public health nursing」
「Generalist」をkeywordで，全年を検索した．検索され
た文献のうち，「保健師」「公衆衛生看護」「ジェネラリ
スト」に関する定義・理念・機能・役割等の記載のある
ものを選定した．
 3 ）看護関連学会及び職能団体の見解
看護関連学会，看護職能団体について，ホームページ
上で「保健師」「公衆衛生看護」「ジェネラリスト」に関
する定義・理念・機能・役割等の記載内容を選定した．

 2 ．ジェネラリスト概念分析方法
各資料に記述されている公衆衛生看護の定義・役割・
特徴能等の記述から，分野を限定しない活動・広範囲な
対象者等，ジェネラリストを表現していると筆者が判断
した記述を抽出し，記述内容の類似性をとらえて分類整
理した．分類の過程で公衆衛生看護に精通する研究者の
助言を受け精緻さの確保に努めた．

IV．結果

 1  ．検索結果・選定結果・選定した資料に見られる記
述（表 1 ・表 2 ）

 1 ）公衆衛生看護関連の書籍
175件が検索され，そのうち重複書籍を除き，叢書は「概
論・原論」とした結果，11書籍が選定され，その記述内
容を分析対象とした．選定した書籍で，明確にジェネラ
リストの記載があるものは表 2 の資料 7 のみだった．
 2 ）看護関連論文
和文献は 3 本が検索されたが，公衆衛生看護または保

健師のジェネラリストに言及されたものは皆無だった
ため，分析対象からは除外した．英文献では，15件が検
索され，そのうち保健師のジェネラリストの定義が読
み取れる 3 件を選定した．3本のうち 2 本は（表2，資料
13,14）American Public Health Association (APHA) のコ
ンピテンシーを引用していた．
 3 ）看護関連学会及び職能団体の見解
公衆衛生看護の定義・理念・機能や保健師の活動方



J. Natl. Inst. Public Health, 67 (4) : 2018

公衆衛生看護におけるジェネラリストの 概念整理と国立保健医療科学院の役割

343

表１　資料検索方法及び結果

資料種別 検索方法 検索結果 選定結果検索手段 検索内容

1 .書籍 国立情報学研究所学術情報ナビ
ゲータCinii Books

keywords「保健師」「公衆衛生看
護」「Public health nursing」 175件 重複書籍を除き，叢書は「概論・

原論」とし，11書籍を選定

2 .論文

医学中央雑誌 keywords「保健師」「公衆衛生看
護」「ジェネラリスト」 3件 保健師のジェネラリストとしての

内容が皆無のため 3 件とも除外

CINAHL
keywords；generalist, public 
health nursing

15件 保健師のジェネラリストの定義が
読み取れる 3 件を選定

PubMed
keywords；generalist, public 
health nursing

566件 上記同様

3  .看護関連学会，
看護職能団体

学会・職能団体Homepage
・日本看護協会
・全国保健師長会
・日本公衆衛生看護学会
・日本地域看護学会
・日本看護科学学会
・日本公衆衛生学会
・ APHA Public Health Nursing 

Section
・ American Nursing Assosiation
・ Quad council coalition; public 

health nursing
・ International Collabolation for 

Community Health Nursing Re-
search

Home page上の定義・理念・機能
や保健師の活動方針・役割等記
載内容

定義・理念・機能や保健師の活動
方針・役割等の記載があった次の
Homepageの記述を選定
・日本看護協会
・日本公衆衛生看護学会
・ APHA Public Health Nursing 

Section
・ Quad council coalition; public 

health nursing 

表 2　資料及び記載内容一覧

資料種類 資料名：出版社/URL 筆頭著者 発行年/アクセ
ス日時 記載内容　　　注：[　]内は引用

1 書籍 公衆衛生看護学.jp 第 4 版： 
インターメディカル 荒賀 直子 2017

【定義】
公衆衛生学および看護学に基礎を置き，地域住民の健康の保持増進に関わることを含
め，時代とともに変化する地域社会とその健康問題を把握し，問題解決のために実践
する保健・医療・福祉活動を指す．この活動は医学の領域にとどまらず社会学等にも
その基盤を置き，地域を巻き込んで教育的・組織的に行う看護活動である．
【公衆衛生看護活動のコアとなる役割】
1.地域住民の健康・QOL向上に寄与する
2.人の生涯を継続的かつ多面的にとらえる
3.人々の生活を社会の中で把握し，健康との関連を考察し，予防活動を展開する
4.公衆衛生看護独自の活動方法（家庭訪問・健康相談・健康教育・健康診査・組織化）
を独立的にではなく，常に有機的に関連させて用い，住民の主体的な活動展開を支援
する
5.活動の結果は必ず評価し，住民の活動の向上につなげる
6.活動結果を施策につなげる

2 書籍
公衆衛生看護学テキスト：
公衆衛生看護学原論：医歯
薬出版

麻原きよみ 2014

【定義】
公衆衛生学および看護学を基盤とした知識，技術を用いて社会で生活する人々（集団）
の健康の保持・増進と安寧という目的を達成するために行われる看護である．その活
動が公衆衛生看護活動あるいは実践であり，知識の基盤となる学問が公衆衛生看護学
である．
（前略）公衆衛生学を基盤として，社会で生活する人々（集団）の健康増進を図る一
方で，看護学を基盤に個別支援を行うものであり，個別ケアをしながら社会の健康づ
くりを行うという看護の特徴がある．
・人々とは人口集団（population）であり，公衆衛生看護が責任を負う対象である．隣
組範囲の小規模集団から，国家レベルの広範囲な集団まである（後略）．

3 書籍
保健師業務要覧　新版 
第 3 版：日本看護協会出版
会

井伊久美子 2017

【定義】
保健師活動は（中略）ウィンスローの公衆衛生の定義とも合致する．
保健師とは「当事者が自らの健康課題を解決するプロセスへの援助を核とし，地域を
基盤に健康問題をとらえ，予防につながる組織的な取り組みを担い，公的責任を志向
する公衆衛生看護専門職」である．

4 書籍 公衆衛生看護学 第 2 版：
中央法規 上野 昌江 2016

【定義】
・[津村]：地域で生活しているあらゆる健康レベルの人々が主体的に健康を守り，
QOLの向上を目指すように寄与することである．そのために看護職はチームの一員と
して，個人・家族，近隣・グループ，コミュニティと関わり青式的な健康活動を必要
な環境調整を行うこと．
・[アメリカ公衆衛生看護協会公衆衛生看護部会]：看護学，社会学，公衆衛生学によ
る知識を用いて，集団の健康の増進と保護を図る活動のことである．保健師は疫学的
データと，人々が日常的に経験しているような健康や疾病の臨床的理解との間を結び
付け，意味づけていく．
・[日本公衆衛生看護学会]：社会的公正を活動の規範におき，系統的な情報収集と分
析により明確化若しくは予測した，個人や家族の健康課題とコミュニティの健康課題
を連動させながら，対象の生活に視点をおいた支援を行う．さらに，対象とするコミュ
ニティや関係機関と協働し，社会資源の創造と組織化を行うことにより対象の健康を
支えるシステムを創生する．
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資料種類 資料名：出版社/URL 筆頭著者 発行年/アクセ
ス日時 記載内容　　　注：[　]内は引用

5 書籍
最新保健学講座　公衆衛生
看護学概論：メジカルフレ
ンド

金川克子 2015

【定義】
・[平山]：公衆衛生の目的・理念を，看護の知識や技術を適応させることによって追
究する看護専門領域である．
・[平野]：地域で生活するすべての人々の健康が向上し，人々が協働してより生活し
やすい地域社会とすること．
・[日本公衆衛生看護学会]：公衆衛生看護の対象は，あらゆるライフステージにある，
すべての健康レベルの個人と家族，及びその人々が生活し活動する集団，組織，地域
などのコミュニティである．公衆衛生看護の目的は，自らの健康やＱＯＬを維持・改
善する能力の向上及び対象を取り巻く環境の改善を支援することにより，健康の保持
増進，健康障害の予防と回復を促進し，もって人々の生命の延伸，社会の安寧に寄与
することである．公衆衛生看護は，これらの目的を達成するために，社会的公正を活
動の規範におき，系統的な情報収集と分析により明確化もしくは予測した，個人や家
族の健康課題とコミュニティの健康課題を連動させながら，対象の生活に視点をおい
た支援を行う．さらに，対象とするコミュニティや関係機関と協働し，社会資源の創
造と組織化を行うことにより対象の健康を支えるシステムを創生する．

6 書籍
標準保健師講座　公衆衛生
看護学概論 第 4 版：医学
書院

標 美奈子 2015

【定義】
公衆衛生の理念をもとに，地域で生活するあらゆる人々の健康を看護の立場から保
持・増進し，疾病を予防していくことを目指すものである．
公衆英紙絵看護は，看護の立場から公衆衛生の目的を達成するために実践される，個
人・家族，集団，組織を対象にした意図的・組織的な活動である．公衆衛生看護の実
践には，社会的な関係も踏まえた地域の健康ニーズの的確な把握，地域住民との共同
や地域住民の主体的な問題解決を支援することが不可欠となる．

7 書籍 最新公衆衛生看護学 総
論： 日本看護協会出版会 宮﨑美砂子 2014

【定義】
・[アメリカ公衆衛生協会（APHA)]：看護学，社会学，公衆衛生学による知識を用いて，
集団の健康の増進と保護を図る活動のことである．
・[アメリカ看護師協会（ANA)]:集団に焦点を当てた，コミュニティ志向の看護活動で
あり，その目標はすべての人々を対象に，人々が健康になることができる状態を想像
し，疾病と障害を予防することである．
・[クレイグ]：個人・家族よりも一定のコミュニティに焦点を当てること，治療的医
療と同様に疾病予防や健康増進を強調すること，ケアを必要としている人を発見し相
談に応じていくアウトリーチ機能を果たすこと，専門職としての自立性を持っている
こと．
【保健師に求められる能力】
・[平山]：ジェネラリストとしての専門家として，チームの中で機能できること．
・[平山]（WHO Community Health Nursing 専門委員会報告についての我が国の課題よ
り）：ジェネラリストとしてのナースのあり方：ヘルスチームの中で機能できること，
住民との意思疎通を図ることができ，地域の人々を動機づけることができ，地域社会
の他分野の職種と効果的な共同活動ができることなどである．そして，看護の発展の
方向については，専門分化した一つの職業としてよりも，むしろヘルスケアシステム
としての発展を図るべきことを提案している．そのようなシステムは，ヘルスケアの
広範な機能を含み，地域社会の住民・看護師・助産師，他の臨床家・教師・行政担当
者・研究者等多くの関係者の間にて，常に意見交換を行うべきとしている．
　地域社会の中で看護活動を行う場合に要求される能力は，確かに上記のようなジェ
ネラリストとしての専門性である．我が国の保健師がすでに行っている活動例を見る
と，家庭で療養している一人の患者のケアを充実させる場合には，各種の専門職を
動員してチーム作りを行っている．さらに，専門職ばかりか，家族・近隣者など非専
門職の人もチームに加えてケアの内容を豊かにしている．ケアの内容を高めるために
は，さまざまな人の能力を結集し，その人たちのチームの中で看護が一定の役割を受
け持つ．（中略）患者を助けることができる人たちと患者をつなぐ役割，他の保健医
療従事者の行うサービスと自分のサービスを織り交ぜる役割などが公衆衛生看護の特
徴を語るものとして強調されてきた．
・[アメリカ公衆衛生看護団体協議会（Quad Council of Public Health Nursing)）:ジェネ
ラリストのコアとなる能力：
①分析的なアセスメント技術　②政策形成・プログラム立案の技術　③コミュニケー
ション技術　④文化的能力に関する技術　⑤コミュニティに働きかける技術　⑥公衆
衛生に関する技術　⑦予算計画・管理に関する技術　⑧組織運営に関する技術

8 書籍
これからの保健医療福祉行
政論 　地域づくりを推進
する保健師活動　第 2 版 ：
日本看護協会出版会

星旦二 2014

【保健師の目的と活動】
社会で生活する人々（集団）を対象とし，人々の健康の保持・増進と安寧を目的とし
て行う健康を保持・増進する活動であり，自治体も保健師も，ともに社会の一定域の
すべての人々（集団）を対象都市，人々の福祉の向上を目的として活動することは同
じである．攻守英紙絵は国（自治体）の責任として，組織的に行われるものである．
公衆衛生の専門職である保健師には，自治体において健康領域からの行政活動，すな
わち地域づくりが求められているのであり，保健師が行政に所属している意味はここ
にある．
　（中略）以上から，地域の人々の健康や幸福の向上という目的を実現するために，
保健師が活動を行う上で認識すべき前提がある．それは①同じ目的を持つ行政機関の
関係部署および関係者と協働して活動すること，②住民と共に活動すること（これは
住民自治の考え方からすれば当然である），③人々の健康と幸福の向上のための地域
づくりを行う，ということである．

9 書籍
いま改めて公衆衛生看護と
は―定義・役割と範囲・規
範：日本看護協会出版会

キャロライン・
マッコイ・ホワ
イト 編. 著者, 
村嶋幸代, 川越
博美 訳. 

2003

【定義】
ある集団に向けられた看護活動である．公衆衛生看護活動では，外傷，疾病，疾病の
脅威，あるいは予後不良のリスクの高い会集団でアセスメントが行われ，リスクが特
定され，またサービスを利用可能にし，アクセスするための資源に焦点があてられる．
公衆衛生看護の目標とは，コミュニティの指導者，利益団体，雇用者，家族，個人と
協力しながら，継続的アセスメント，調整された実施計画，ケアマネジメントを通じ
て，さらには社会的ああるいは政治的活動へのかかわりを通じて，集団の健康を向上
支えることである．

10 書籍
Public health nursing : pop-
ulation-centered health care 
in the community. Elsevier 

Marcia Stanhope 2016

the primary features of public health nursing as a specialty are population focus, community 
orientation ,health promotion and disease prevention emphasis, and population-level con-
cern and interventions, which frequently are at the level of public policy, such as anti-smok-
ing laws, the requirement of immunizations for entry to school, and seat belt legislation.
【特徴】（筆者訳）
　専門領域としての公衆衛生看護は，集団に焦点を当て，地域を志向し，健康増進と
疾病予防を強調し，頻繁に禁煙法，入学前予防接種，シートベルト着用規制など，保
健政策のレベルに位置づく集団レベルの課題と介入を特徴とする介入である．

11 書籍
C o m m u n i t y  a n d  p u b l i c 
health nursing : promoting 
the public's health 9th edi-
tion. Wolters Kluwer.

Cherie Rector 2018

Public health nursing is grounded in both public health science and nursing science, which 
makes its philosophical orientaiton and the nature of its practice unique. 
（筆者訳）
公衆衛生看護は公衆衛生と看護科学に根差し，哲学的志向と独自の実践の本質を形作
る．
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資料種類 資料名：出版社/URL 筆頭著者 発行年/アクセ
ス日時 記載内容　　　注：[　]内は引用

12 論文

Organizing public health 
nursing for the 1990s: gen-
eralist or specialist.Can J 
Public Health.82(4) Underwood EJ1 1991

Public Health Nurses (PHNs) have been deployed in most health units in Canada to provide 
community-based care for all people living in defined geographical areas. PHNs have provid-
ed nursing services for all ages and stages for a variety of health and illness states. 
（筆者訳）
カナダの保健部門の保健師は，一定の地域に住む全ての人々に対し，地域を基盤とし
たケアを提供してきた．保健師は全ての年代，健康と疾病の多様な段階に対して看護
を提供してきた．

13 論文
Public health nursing: the 
generalist in a specialized 
environment：Public Health 
Nursing20(4) : Wiley

 May KM 2003
[APHA]：the practice of promoting and protecting the health of populations using knowl-
edge from nursing, social, and public health sciences
（筆者訳）
看護学，社会学，公衆衛生学の知識を用いて，集団の健康を増進し予防する実践である．

14 論文

Achieving clarity in evalu-
ation of community/public 
health nurse general ist 
competencies through de-
velopment of a clinical per-
formance evaluation tool.
 Public Health Nursing20(3): 
wiley

Kaiser KL 2003

[APHA]：the practice of promoting and protecting the health of populations using knowl-
edge from nursing, social, and public health sciences

（筆者訳）
看護学，社会学，公衆衛生学の知識を用いて，集団の健康を増進し予防する実践である．

15 Homep-
age

日本看護協会 継続教育の
基準：https://www.nurse.or.
jp/nursing/education/keizoku/
pdf/keizoku-ver2.pdf

日本看護協会 2012/2018.8.10
【定義】
ジェネラリストとは，特定の専門あるいは看護分野にかかわらず，どのような対象者
に対しても経験と継続教育によって習得した多くの暗黙知に基づき，その場に応じた
知識・技術・能力を発揮できる者をいう． 

16 Homep-
age

日本公衆衛生看護学会：
https://japhn.jp/wp/wp-con-
tent/uploads/2017/04/def_
phn_ja_en.pdf

日本公衆衛生看
護学会 2014/2018.8.10

【対象・目的】
公衆衛生看護の対象は，あらゆるライフステージにある，すべての健康レベルの個人
と家族，及びその人々が生活し活動する集団，組織，地域などのコミュニティである． 
公衆衛生看護の目的は，自らの健康やＱＯＬを維持・改善する能力の向上及び対象を
取り巻く環境の改善を支援することにより，健康の保持増進，健康障害の予防と回復
を促進し，もって人々の生命の延伸，社会の安寧に寄与することである． 
公衆衛生看護は，これらの目的を達成するために，社会的公正を活動の規範におき，
系統的な情報収集と分析により明確化若しくは予測した，個人や家族の健康課題とコ
ミュニティの健康課題を連動させながら，対象の生活に視点をおいた支援を行う．さ
らに，対象とするコミュニティや関係機関と協働し，社会資源の創造と組織化を行う
ことにより対象の健康を支えるシステムを創生する．

17 Homep-
age

 APHA Public Health Nurs-
ing Section：
https://www.apha.org/-/me-
dia/files/pdf/membergroups/
p h n / n u r s i n g d e f i n i t i o n .
ashx?la=en&hash=331D-
BEC4B79E0C0B8C644BF-
2BEA571249F8717A0

A P H A  P u b l i c 
Health Nursing 
Section

2013/2018.8.10

Public health nursing is the practice of promoting and protecting the health of populations 
using
knowledge from nursing, social, and public health sciences.
Public health nursing is a specialty practice within nursing and public health. It focuses on 
improving population health by emphasizing prevention, and attending to multiple determi-
nants of health. Often used interchangeably with community health nursing, this nursing 
practice includes advocacy, policy development, and planning, which addresses issues of 
social justice. With a multi-level view of health, public health nursing action occurs through 
community applications of theory, evidence, and a commitment to health equity. 
【定義】（筆者訳）
公衆衛生看護は，看護学，社会学，公衆衛生学の知識を用いて，集団の健康を増進し
予防する実践である．
公衆衛生看護は看護と公衆衛生に渡る専門的な実践である．予防を強調し，複数の健
康決定要因に関わることで集団の健康の改善に焦点を当てる．頻繁に地域看護つまり
アドボカシー，政策形成，計画立案を含む看護実践と互換可能で，社会正義の課題に
言及する．複数レベルの健康の観点から，理論，エビデンス，健康の公平性への専心
をコミュニティに応用することを通じ，公衆衛生看護活動は行われる．

18 Homep-
age

Q C C  –  Q u a d  C o u n c i l 
Competencies for Public 
Hea l th  Nurses：http : / /
www.quadcouncilphn.org/
documents-3/2018-qcc-com-
petencies/

Quad Council of 
Publ ic  Hea l th 
Nursing

2018/2018.8.10

Tier 1 Core Competencies apply to generalist community/public health nurses (C/PHN) who 
carry out day‐ to‐ day functions in community organizations or state and local public 
health organizations, including clinical, home visiting and population‐ based services, and 
who are not in management positions. Responsibilities of the C/PHN may include working 
directly with at-risk populations, carrying out health promotion programs at all levels of pre-
vention, basic data collection and analysis, field work, program planning, outreach activities, 
programmatic support, and other organizational tasks. Although the CoL competencies and 
the C/PHN competencies are primarily focused at the population level, C/PHNs must often 
apply these skills and competencies in the provision of services to individuals, families, or 
groups. Therefore, Tier 1 competencies reflect this practice.
【第 1 段階　ジェネラリストとしてのコンピテンシー】（筆者訳）
地域組織，州，地方保健機関で，診療，家庭訪問，集団へのサービスを含む日々の業
務を行う者で，管理的立場にない．公衆衛生/地域看護師の責務は，リスク集団への直
接の働きかけ，全予防レベルにおける健康増進プログラムの実施，基礎データ収集と
分析，フィールドワーク，プログラム策定，アウトリーチ，ほか組織の業務である．
コンピテンシーは主に集団に焦点を当てるが，個人，家族，集団へのサービス提供に
スキルとコンピテンシーを頻繁に用いなければならない．従って第 1 段階におけるコ
ンピテンシーはこの実践を反映する．

19 Homep-
age

http://apps.who.int/iris/han-
dle/10665/108460

Wo r l d  h e a l t h 
organization 2018/2018.8.10

・p6l1-2:Nord reported that the generalist public health nurses serving the remote commu-
nities of Alaska have managed to get tuberculosis and vaccine-preventable diseases largely 
under control. 
・p8l4-6; Generalist public health nurses were introduced to provide services for popula-
tions recognized by health departments as being at-risk or more susceptible than the gener-
al community to communicable an noncommunicable diseases.
・p18l1-2;it will be important that the family nurse role is linked in some way to that of gen-
eralist public health nurses.
(筆者訳)
・Nordはアラスカのへき地で活動するジェネラリスト保健師は，結核や予防接種でコ
ントロールしうる疾患を管理していると報告した．
・ジェネラリスト保健師は，一般の集団よりも感染性・非感染性の疾患にり患しやす
いと保健局から認識された集団にサービスを提供すると報告されている．
・家族看護においてはジェネラリスト保健師としての役割と関連させることが重要と
なるだろう．
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表 3　ジェネラリストを表現している記述内容の分類
分　類 小分類 文献番号

全ての発達段階・健康レベルの人々
を看護の対象とする

全ての発達段階にある人々を対象とする 1,5,12,16
全ての健康レベルにある人々を対象とする 4,5,12,16,18
地域で生活するすべての人々を対象とする 5,6,7,15

個人から国家レベルまでの規模を連
動して看護の対象とする

個人・家族・集団・地域・社会・国家の規模を連動して看護を提供する 2,4,5,16,18,19
集団・コミュニティを志向して看護を提供する 7,10,17

個別ケアから政策まで多岐に渡る方
法を連動して公平に看護を提供する

家庭訪問・健康相談・健康教育・健康診査・組織化等の提供方法を有機的
に連動して看護を提供する

1,18
18

地域と健康問題を関連させ，組織を横断して多職種・住民と協働してPDCA
サイクルを実施する

1,2,4,5,6,7,8,9

アウトリーチ・政策反映による公平性の確保 1,7,9,10,17,18
長期的視点で看護を提供する 時代の変化に応じた社会・健康問題に対応する 1
幅広い学問分野を基盤とする 看護学・公衆衛生学・社会学等の幅広い学問を基盤とする 1,4,7,8,11,13,14,17

針・役割等の記載があった，日本看護協会・日本公衆衛
生看護学会・APHA Public Health Nursing Section・Quad 
council coalition; public health nursingのHomepageの記述
を選定した．ジェネラリストの定義やコンピテンシーに
ついて明確な記述があるものは，日本看護協会，Quad 
council coalition; public health nursingの 2 団体だった．公
衆衛生看護の定義・理念等の記載は，日本公衆衛生看護
学会，APHA Public Health Nursing Sectionの 2 団体に見
られた（表 2 ）．

 2 ．ジェネラリスト概念整理（表 3 ）
選定した19の資料に記述されている公衆衛生看護の

定義・理念・機能・役割等の記述から，分野を限定し
ない活動・広範囲な対象者等，ジェネラリストを表現
していると筆者が判断した記述を抽出し，記述内容の
類似性をとらえて分類整理した．その結果，「全ての
発達段階・健康レベルを看護の対象とする（分析対象
文献1,4,5,6,7,12,15,16,18）」「個人から国家レベルまで
の規模を連動して看護の対象とする（分析対象文献
2,4,5,7,10,16,18）」「個別ケアから政策まで多岐に渡る
方法を連動して公平に看護を提供する（分析対象文献
1,2,4,5,6,7,8,9,18）」「長期的視点に立って看護を提供する
（分析対象文献 1 ）」「幅広い学問分野を基盤とする（分
析対象文献1,4,7,8,11,13,14,17）」の 5 つに分類された．

V．考察

 1  ．資料の記載状況から考えるジェネラリストの再認
識の必要性
ジェネラリストについて明確に記載が見られた資料は，

日本では書籍の 1 件のみで和論文は皆無，海外の資料も
論文が 3 本とQuad council coalition; public health nursing
のみだった．このことは，保健師がジェネラリストであ
ることが自明のこととして追究されて来なかった可能性
もある．しかしながら，昨今の複雑困難な健康問題の増
加や頻発する災害への対応を考えると，ジェネラリスト
としての認識と能力を明らかにし資料として示していく

必要があると思われる．

 2  ．資料の記述内容から考えるジェネラリストの再定
義の必要性

 1 ）資料の記述内容に見られるジェネラリストの特徴
ジェネラリストの記述内容を整理すると，対象・方
法・学的基盤の多様性，及び柔軟な対象のとらえ方と看
護の展開方法に特徴がみられる．即ち，多様な発達段階・
健康レベル・規模を対象とし，家庭訪問・組織化・アウ
トリーチ・政策化まで多様な方法を用い，公衆衛生学・
社会学等の多様な学門を基盤として活動している．また，
個人・地域・国家まで対象を連動して捉え，地域と健康
問題を連動させ時代に応じた問題に対応する，という柔
軟性がある．
これらは概ね日本看護協会のジェネラリストの定義に
合致する．即ち，本稿で整理した「対象・方法の多様
性」は，日本看護協会の「特定の専門あるいは看護分野
にかかわらず，どのような対象者に対しても」に該当す
る．また，本稿で整理した「柔軟な対象のとらえ方と看
護の展開方法」は，日本看護協会の「その場に応じた知
識・技術・能力を発揮できる者」に該当する．
しかし，本稿で整理した「長期的視点で看護を提供す
る」「幅広い学問分野を基盤とする」は，公衆衛生看護
におけるジェネラリストの特徴と思われる．施設内や在
宅で提供される看護に比較し，公衆衛生看護は療養中の
みならず，人々の生涯にわたり疾病を予防しQOLの向
上に努めるため提供期間は長期となる．また，住所不定
者や環境問題等，社会問題に密着した健康問題へ対応す
るため，多様な学的基盤に基づいて看護を提供する特徴
がある．
 2  ）公衆衛生看護におけるジェネラリストに強化が必要
な内容
本稿の背景で述べたように，我国の健康問題は複雑困
難度を増し，また頻発する健康危機等の公衆衛生上の問
題は累積している．多分野に渡る健康問題に対して予防
的に支援する力を保健師は強化する必要があるが，本稿
で整理したジェネラリストの記述内容に「多分野に渡る
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健康問題に対して予防的に支援する」記述は見られな
かった．医学中央雑誌で「多問題」「困難事例」「公衆衛
生看護」のkey wordsで再検索したが，10本程度のみが検
索され，内容も虐待事例に偏向していた．
我国では，各分野の制度の充実に伴い，保健師は制度

別に分散配置され複数の健康問題に対応することが難し
くなったが，米国でも同様の傾向がみられる．即ち「個
人や家族が 1 回の訪問で複数のサービスが受けられるア
プローチは，ジェネラリストとしての保健師に活用さ
れるべきだが，categorical service（分野別のサービス），
プロセスを重視しない哲学，記録の共有システムの欠如
などが活動を阻んでいる」と記されている[7]．日本と
米国では制度は異なるが，健康問題を横断したアプロー
チの必要性とそれを実現できるシステムの整備が，複雑
困難な健康問題や頻発する健康危機への対応に必要と思
われる．
従って，今後，公衆衛生看護におけるジェネラリスト

には「多分野に渡る健康問題に対して予防的に支援する
能力」を強化する必要があると考える．

 3  ．ジェネラリストに関し国立保健医療科学院に強化
が必要な人材育成・研究

 1 ）強化が必要な人材育成
保健師は，冒頭に記したように憲法25条に記されてい

る「公衆衛生の向上」の対人保健活動の主要な役割を
担っており，保健所行政の施策で強化が求められている
内容のほとんどは保健師が関与するものである[8]．公
衆衛生の第一線から保健師が撤退した場合，日本の公衆
衛生は保証し得ないといっても過言ではないと思われる．
国立保健医療科学院は，長期研修・短期研修において保
健師の資質向上に一定の貢献をしてきた．しかしながら，
ジェネラリストの育成という視点はこれまで重視されて
いないように思える．
国立保健医療科学院は，旧公衆衛生院の時代から平成

23年までは公衆衛生看護の教員養成の役割もあったが，
近年の看護大学増設により教員養成の役割は縮小した．

一方，厚生労働省による「保健師活動指針」には人材育
成が明記されており，近年の国立保健医療科学院の研修
は「人材育成能力の向上」に移行しつつある[9]．今後は，
「ジェネラリストを育成する能力」の向上を強化してい
く必要があると考える．
 2 ）強化が必要な研究
国立保健医療科学院公衆衛生看護研究領域の研究は，
現在 9 分野に渡る内容を実施している（図 1 ）．各分野
で培ってきた研究知見や研究遂行能力を統合させ，「ジェ
ネラリストの育成能力」の強化に向けたプログラムを開
発する研究が必要と考える．
考察 2 の 3 ）で示したように，多問題への支援に関す

る研究論文は少ないが，保健師の実践報告には，重複す
る健康問題を抱えた個人への援助[10]，多分野の健康課
題を組み合わせた予防活動[11]等，ジェネラリストとし
ての活動が散見している．これらの暗黙知を研究として
明らかにし，形式知としてジェネラリスト育成に反映し
ていく必要がある．
 3 ）強化が必要な体制
国立保健医療科学院では，平成23年の組織再編により
公衆衛生看護部が廃部になった．その後，公衆衛生看護
研究領域の研究官は 3 つの研究部に分散された．分散さ
れた研究官をまとめる統括研究官は存在するが，研究官
が各研究部にまたがるため，人材育成・研究の推進力は
減弱していると感じる．国の公衆衛生向上の責務を果た
すべく，ジェネラリストの育成に向けて，国立保健医療
科学院に，公衆衛生看護の人材育成開発に関する確立さ
れた部門の新設も一考と考える．

VI．結論

各種資料に記載されたジェネラリストに関する記述内
容を整理した．その結果，国内外の状況から，多分野に
渡る健康問題に対して予防的に支援する内容の付加が必
要と考えられた．国の公衆衛生の向上及び増進という責
務を果たすべく，国立保健医療科学院はジェネラリスト

図 1　国立保健医療科学院公衆衛生看護研究領域の研究範囲イメージ図
（国立保健医療科学院HPより一部改変）

分野包括的に国民の健やかで安心な生活を実現する研究 
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育成に向け，人材育成と研究を強化する必要があり，公
衆衛生看護の人材育成開発に関する確立された部門の新
設も一考と考える．
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